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Q38 
いろいろな質問（色素その 2） 

 

 

 

 

 

 

 色素には、天然色素と合成色素の２種類が

あったんですけど、お互いにどう違いがあるんですか？ 

 色素は光と関係があり、赤の色素は赤の光を

反射します。赤の色素は青と黄色を吸収する物質

です。ですから、赤の色素にはいろいろとあります。 
 天然色素は天然に存在する植物の花などに含ま

れる色素を取り出したものです。合成色素の赤は、

青と黄色を吸収する物質を合成して作った物です。 
天然の色素は不安定で、どうしても技術的に純粋に

するのが難しいので高価になり、化学的には純粋で

はありません。その点、合成色素は安定で化学的に
作りますので安価で、100％純粋にすることができる

利点があります。 

天然、合成食用色素を食品に使う場合には、いろ
いろと考えなければなりません。食品の種類によって

は色素と反応（？）して色が変わる場合がありま

す。たとえば、梅はクエン酸が含まれていて酸性です
ので、色素は酸性で赤い色素を含んだシソを使わな

ければなりません。酸性で色が変わる色素は使って

も色が着きません。紅茶にレモンを入れると、クエン
酸の酸性で色が変わるのと同じです。 

したがって、食品を着色するには、天然色素か合成
色素かではなく、色素の性質を考えなければならな

いのです。   

 
 
 
 
 
 
 
 

 脂溶性色素についてお伺いします。DMSO に

溶解し、水に懸濁した溶液を凍結解凍または室温
放置すると色素が析出します。この現象がどのような

仕組みで起こるのか教えて下さい。 

 脂溶性色素（水に溶けにくく油に溶けやすい
色素）を DMSO（(CH3)2SO、ジメチルスルオキシ

ド、水とも油とも混ざる溶剤）に加えると、DMSO

分子が色素分子に結合し、溶解します。 
これに多量の水を加えると、DMSOは水と結合し、

色素に結合していた DMSOが離れます。 

DMSOが取れた色素は水に溶けないので、色素同
士が会合し、析出します。DMSO は水と 1：1 で結

合しやすいことが知られています。 

DMSO 溶液を水に懸濁した瞬間は、色素は会合し
てないので溶解しているように見えます。この水溶液

を凍結解凍（水を凍らせて徐々に溶かす）すると、

徐々に色素の会合が進み色素が析出します。室温
で放置しておいても、同じように徐々に色素が会合し

析出します。 

 

 ニンヒドリンで検出した指紋は赤紫色に反応し
ますが、異なる色に反応させる方法、または赤紫色

に反応した指紋を違う色に変色させる方法はありま

せんか？ 

 ニンヒドリンは指紋に付いているアミノ酸と反応

して赤紫色に発色します。ニンヒドリンによる色素を

他の色に変えることはできません。もちろん加熱して
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●著作権について 

キリヤ色と化学の Q&A の文書、画像、デザインなどの著作権

は、キリヤ化学株式会社に帰属します。このサイトの内容を転

載される場合は、弊社 までご一報下さり了解をお取り下さい。

なお、提供者が記載されている写真・絵に関しましては、著作

権は提供者に属しますので、恐れ入りますがそちらの方へ直接

お問い合わせ下さい。 

●内容について 

できるだけ科学的に間違いの無いようにしていますが、わかりや

すく説明するために実際とは異なる記述もあります。また、科学

的に証明がされていないことも述べていますので、ご自身でご確

認されますようお勧めいたします。 

キリヤ色と化学の Q&A 内の情報のご利用により、万一何らか

の損害が発生したとしても、当社は一切の責任を負いません。 

https://www.kiriya-chem.co.jp 

 

分解して黄色にすることはできますが。 

異なる色にするためには、アミノ酸と反応する別の試

薬を使う必要があります。ニンヒドリン以外の呈色反
応としては、2,4-ジニトロフルオロベンゼンや、2,4,6-ト

リニトロベンゼンスルホン酸などがありますが、黄色を

呈します。 

 

 人体に色素を入れる入れ墨は健康に害がある

でしょうか？またその色素は特別の顔料でしょうか？

色はブラック、ブラウン、白などがあります。 

  残念ながら、入れ墨の色素については全く知

りません。しかし、このような色素は生体の成分では

ありませので、決して良くはありません。 
生体にその成分以外の物が侵入すると、生体はい

ろんな防御作用が働きます。可溶な場合は、肝臓

に運び、分解しようとします。それは天然物、合成物
にかかわらずその人の成分以外のものが侵入したと

きに働きます。風邪のウイルスが侵入すると、マクロフ

ァージやインターフェロンがウイルスをやっつけようとし、
そのうち抗原抗体反応で抗体ができます。 

不溶（顔料など）な場合は、皮膚からできるだけ

排除しようとします。細かいガラス片が刺さった時に
は、しばらくすると外にでてきます。 

それでもだめなときは、包み込んで、生体とは接触し

ないようにします。入れ墨の場合は、包み込むと思い
ます。皮膚に傷を付けますので、傷を修復するために

細胞が増殖しますが、その時に顔料を包みます。 

皮膚に色を着ける習慣は、南米の人たちによくあり
ます。その場合は天然色素を使いますが、これは現

在食用色素として使われる物もあります。彼らは、し
かし、入れ墨のように皮膚に傷を付けることはしない

ようです。 

 顔料が分解するとＮＯｘが発生することがあ

りますか？ 

 顔料、染料の種類によります。 

一般的に、赤や黒などは窒素原子を含んでおります
ので、可能性があります。しかし、染料や顔料は着

色しているので存在感は大きいですが、量的には少

ないのであまり多量に発生することはありません。 

主成分が何であるかが、重要と考えられます。 

 

 色素が退色しやすい理由と退色を防ぐ方法を

教えてください。 

 色素は光を吸収します。光を吸収すると、光
反応が起こる場合があります。光反応が起こると、

物質は分解してしまうので、退色します。 
あまり強い光を当てないことです。特に紫外線が当た

ると、光反応が起こり退色します。 

紫外線が当たらないように、紫外線よけのフイルムを
貼るといいでしょう。 
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